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プレート定着型せん断補強鉄筋「Head-bar」（ヘッドバー）
は、せん断補強鉄筋および中間帯鉄筋などに用いるために、
従来の曲げフックの代替として、鉄筋に取り付けたプレート
により定着を確保する構造の鉄筋です。プレートの取り付け
方法は、鉄筋とプレートを摩擦圧接法により直接接合するも
のです。定着プレートは、主鉄筋や帯鉄筋などの配筋状況や

施工性により、鉄筋の片側あるいは両端に取り付けて用いる
ことができます。

高密度配筋に設置するせん断補強鉄筋および中間帯鉄筋と
して、施工困難な曲げフック定着に代わり、施工を容易にし、
かつ材料性能および構造性能が半円形フックと同等またはそ
れ以上の定着機能を有しています。

①	プレート定着型せん断補強筋「Head-bar」は半円形フック
と同等以上の定着性能があり、部材のせん断補強性能およ
び主鉄筋の座屈抑止性能は半円形フックと同等です。

②	同じ鉄筋径の半円形フックに比べて定着部がかなり小さく
扱いやすいため、片側に地山や既設連壁、型枠などがある
壁式構造、あるいは高密度な配筋箇所など両端半円形フッ

クでは施工困難な場所に、迅速に施工することができます。

③	配筋作業が単純化かつ省力化されるため、安全かつ高い品
質を保持した上で工期の短縮が可能となります。

④	材料費の節減や、施工性向上による工期短縮により、トー
タルコストダウンが期待されます。

「Head-bar」は幅広い鉄筋の種類、直径に対応しており、定着部形状は同じ呼び名の半円形フックとした場合と比較して、非
常にコンパクトです。

技術の概要

Head-barの形状と寸法

技術の特徴

「Head-bar」の適用範囲（せん断補強鉄筋または中間帯鉄筋）

「Head-bar」の適用範囲（軸方向鉄筋）

D25(SD345)の場合
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「Head-bar」を用いることで鉄筋組立工程に要する時間が
短縮されます。特に、過密配筋の部位には非常に有効です。

1998年に実用化されてから、適用構造物は鉄道・道路橋

下部工シールド発進立坑、トンネル、ボックスカルバート、
LNG地下タンク、PC地上タンク、上下水道施設など幅広く、
これまで約2,500万本の出荷実績があります。

Head-bar
施工法および施工実績

「Head-bar」を用いるせん断補強の特徴

a)立坑側壁の施工　

「Head-bar」の施工状況

b)底版の施工
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技術の適用範囲

壁状構造物(側面)

軸方向鉄筋への適用例

（１）力学的性能
① 定着具（プレート接合部）の強度

引張試験によれば、接合部の引張耐力は鉄筋の引張強
さ以上であることが確認された。

② せん断補強鉄筋のせん断補強性能
引抜き試験および梁部材の交番載荷試験によれば、プ
レート定着部の引抜剛性および引抜耐力は半円形フッ
クと同等かまたはそれ以上であることが確認された。
スラブ部材のせん断試験により、「Head-bar」を用い
た部材のせん断補強性能は半円形フックと同等である
ことが確認された。

③ 軸方向鉄筋の座屈抑止性能および部材の靭性
高応力繰返し引抜き試験により、「Head-bar」定着部
の高応力繰返し荷重に対する定着性能は半円形フック
鉄筋と同等かまたはそれ以上であることが確認された。
壁部材および梁部材の交番載荷試験により、「Head-
bar」をせん断補強鉄筋または中間帯鉄筋に用いた場合
の軸方向鉄筋の座屈を抑止する効果および部材の靭性

が、破壊までの挙動を含めて、半円形フック鉄筋と比
較して同等であることが確認された。

④ 軸方向鉄筋の定着性能
高応力繰返し引抜き試験により、「Head-bar」定着部
の高応力繰返し荷重に対する定着性能は半円形フック
鉄筋と同等かまたはそれ以上であることが確認された。

⑤ せん断補強鉄筋の疲労性能
定着具の疲労性能試験により、「Head-bar」定着具の
高サイクル繰返し荷重に対する疲労性能は半円形フッ
ク鉄筋と同等であることが確認された。

（２）施工性
① 施工の合理化

施工例（シールド立坑に適用したケース）によれば、主
鉄筋と配力鉄筋を組み立てた後にせん断補強鉄筋を後
挿入することが可能となり、鉄筋組立て工程に要する
時間が大幅に短縮され、施工性の向上に有効であるこ
とが確認された。 

審査証明の結果

（１）せん断補強鉄筋または中間帯鉄筋
コンクリート構造物のはり、柱のような棒部材、壁、ス
ラブのような面部材に用いるせん断補強鉄筋や中間帯鉄
筋に使用する。

（２）軸方向鉄筋
杭・柱および橋脚等の軸方向鉄筋のフーチング等のよう
にマッシブなコンクリートへの定着に用いる。

杭 柱・橋脚
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せん断補強鉄筋や中間帯鉄筋の適用例

柱・梁状構造物(断面)


